
中間報告書 
   令和６年９月１３日現在 

 

１  事 業 名  備中神楽定期普及公演「三日月神楽」の開催 
 
２ 実施期間   令和６年４月１８日～令和７年２月２８日  
 
３  事業内容 

① 事業の目的・概要     
  ・備中神楽定期普及講演の開催 
  ・県内外へ向けてのプロモーション強化及び体制作り 

  ・次年度以降の収益化へ向けての体制作り 

 

② 事業の流れ・進捗状況等       

＜実施したこと＞ 

 

１ 三日月神楽公演 計６回の実施（4/13，5/11，6/8，7/6，7/20，8/10） 

  ⇒ 有料入場者数:211 名 

  ⇒ 総入場者数：269 名 

  ⇒ ワークショップの実施（6 回） 

  ⇒ 子供神楽の招待（58 名：井原、美星、芳井、総社、成羽、川上の子供神楽） 

  

   ２ 公演に関する各種プロモーションの実施 

  ⇒ オンライン：HP,Instagram,YouTube,Google ads  

  ⇒ 紙媒体の作成：ポスター、チラシ、パンフ 

  ⇒ メディア：ラジオ（FM 岡山等）、新聞（中国新聞等）、Web（カラふる等） 

  ⇒ リロクラブによるメルマガ告知：約 200 万人に告知、30 名招待（満席） 

 

３ その他 

 ⇒ 井原市への協力依頼 

 ⇒ 中世夢が原への協力依頼 

 

【所見】 

１ 申請時にご指摘のあった、アンケート及び子供神楽の招待についても実施。アンケートにつ

いては概ね好評ではあったが、施設の冷房施設不備等厳しい意見がよせられた。 

２ 観覧者のプロフィール 

  県外が 30%と前期比 3 倍の伸びとなり、プロモーション等の効果が徐々に出始めていると考

えられる。 

３ プロモーション 

  特筆すべきは YouTube コンテンツの制作であり、18 万回の再生を記録した。視聴者の半数程

度がタイ、台湾等海外のお客様であり、即効性は低いが来年度以降の効果が期待できると考

えている。また、Google Ads では東京でのインプレッションが最も多く（28 万）、総イン

プレッションの約半数を記録した。 

４ インバウンド対応 

顧客ターゲットを東南アジア及び欧米とし、英語版コンテンツの制作を試験的に実施。 

美星町観光協会 HP の紹介ページに英語版を作成、当日パンフの英語版を作成 

海外からの直接申込、問合せはなかったが、在留及び旅行中の外国人を含む 3 組の方に観覧

いただいた。 



 

 

＜今後、実施すること＞ 

 

１ 来年度に向けたプロモーションの実施 

⇒ 来年度の開催地を矢掛に移すことも視野にいれたプロモーション計画の策定、実施 

⇒ プロモーション公演の開催 

 

２ 団体客・ツアー客向けプランの準備 

⇒ パンフレット作成 

⇒ プロモーション公演への招待 

 

３ 商品開発 

 

４ 井原市への協力依頼の継続、矢掛町との調整の開始 

 

     

  



③  これまでの成果･効果、今年度事業終了後の成果･効果の見込み 

申請書における KPI の達成状況は以下の通り 

 

申請書記載事項① 申請書記載事項② 評価方法 目標値 実績 達成率 所見・備考 

⑨今年度の事業によ
る直接の結果 
（アウトプット）及
びその評価指標・評
価方法 

定期公演開催回数の
達成度 

割合 100% 100 100%  

プロモーション公演
開催回数の達成度 

割合 100% 0 0% 下期実施予定 

⑩今年度に期待され
る成果・効果（短期
ｱｳﾄｶﾑ）及びその評
価指標・評価方法 

有料入場者数 人数 250 211 84%  

お客様満足度 
アンケート
調査 

80% 98% 123% 
アンケート：非常に高
い、高い 

参加社中の数 社中の数 3 4 133% 
大賀社、北山社、美栄
社、矢掛社 

太夫の種類 
参加太夫の
出身地 

3 5 167% 
井原、美星、芳井、笠
岡、矢掛 

ツーリズム EXPO に
おける掲示 

ツーリズム
EXPO 参加の
備中関連地
域ブースに
おけるポス
ター掲示 

1 0 0% 
今期調整できず（来期以
降も引き続き調整） 

⑪将来的に期待され
る成果・効果（中・
長期ｱｳﾄｶﾑ） 

備中神楽が観光コン
テンツとして独り立
ちし、ツアーや個
人、インバウンド旅
行者の備中地域への
訪問目的として備中
神楽が重要な位置を
占めるようになる 

- -  △ 

・ツアー参加：0 
・インバウンド：3 組 
YOUTUBE 閲覧：18 万 
約半数がタイ・台湾等の
海外からの視聴 
・「神楽を見に県外から
来た」等、複数のご意見
あり 

１ 地域内向けの活
動に加え、地域外へ
の情報発信、集客へ
の意識が醸成され
る。 

- -  ◎ 

県外:30％（前期比：300
％） 
岡山・広島以外：20％ 
子供神楽招待：58 名 

２ 神楽シーズン
（９～１２月）以外
においても活動を行
うことにより、技術
力の向上と伝統芸能
の継承を通年を通し
て図る体制が作られ
る。 

- -  ◎ 
4-8 に実施。9-1 が神楽
シーズン 

 

  

   

  



 

④ 課題等   

  

１ 美星開催に関する問題点 

 

(1) 設備の不備（特に冷房施設） 

(2) 周辺消費の不備 

 

夏場の冷房設備不備は事故が発生してもおかしくないレベルであり、演者、観客ともに危険を感

じるレベル。早急な対応が見込まれない限り、昨今の気象条件の元での継続は正直難しい。 

 

また、美星においては飲食、イベント等の周辺消費が皆無であり（天文台の客単価は 350 円程

度）、集客しても、地域にお金が落ちないという状況である。美星の発展や地域一体となった盛

り上がりを待つか、周辺消費が豊富で集客に伴う各種マネタイズが容易な観光地、都市部での開

催等も視野にいれる必要があると考える。 

 

 

２ 収益性に関する問題 

 現状のスキームで実施し続ける場合、営利事業としての継続は正直難しい。収益構造を改善し、

今後も継続的に公演を行うためには以下の検討が必要となる。 

 

(1) 公演回数の増加、一回公演あたりの席数の増加 

(2) 客単価、周辺消費の向上 

(3) 公演方式（BtoC、BtoB）の検討 

 

 お客様のニーズと関心は徐々に増えつつあることはわかってきているので、下期には上記問題

の解決について、事業者として持続可能な方策について検討、調整を引き続き行う予定である。 

 

 

 

４ 参考事項・資料 
   収支精算書見込又は収支（変更）予算書※ 

（収支（変更）予算書※は補助金交付申請書または補助事業変更承認申請書に添付した 

収支（変更）予算書のこと） 

   写真（データでも提出すること） 

   当日資料 

   アンケート結果 他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                        



５ 次年度以後の事業展開 

次年度の事業展

開 

事業展開の方向性 

（以下のチェック欄のいずれかに「✓」を記入してください。） 

☐ 提案団体の自主事業として収益を得て継続・拡大していくことを目指す。 

☐ 地域づくり事業として事業を継続しつつ、次々年度の自主事業化へ備える。 

 その他（収益性等を精査し、継続可否・運用方法等の検討を行う） 

中期的な目標を実現させるための具体的な事業の内容 
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し
く
、
か
っ
こ
よ
く
て
見
ご
た
え
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
神

楽
を
見
て
、
扇

子
を
止

め
る
と
き
御
幣
の

使
い
方
に
気
を
付

け
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

4
0

6
月

8
日

女
5
0

岡
山

岡
山

8
2

2
2

1
2

5
0

6
月

8
日

男
7
0

岡
山

井
原

7
2

2
1

1
3

7
0

6
月

8
日

女
3
5

岡
山

総
社

1
1

1
1

1
迫

力
が

す
ご
く
、
珍

し
い
演
目
が
あ
っ
て
楽
し
か
っ
た

3
0

6
月

8
日

女
5
2

岡
山

岡
山

4
1

3
1

1
2

と
て
も
よ
か

っ
た
で
す
。
バ
ス
送
迎
付
き
プ
ラ
ン
な
ど
あ
っ
て
も
よ
い
と
思
い
ま
す

5
0

6
月

8
日

男
6
1

岡
山

笠
岡

2
1

3
2

1
1

三
日

月
神

楽
2
回

目
で
す
が

、
今
回
も
生

の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
次
回
も
楽
し
み
に
し
て
お
き

ま
す
。

6
0

6
月

8
日

男
4
9

岡
山

倉
敷

3
1

4
1

1
1

素
戔

嗚
が

直
面
な
の
も
見

ご
た
え
が
あ
っ
た
が
、
神
楽
面
を
つ
け
た
舞
も
み
た
か
っ
た
気

も
し
ま
し

た
。
な
ん
に
せ

よ
す
ご
く
よ
か
っ
た
で
す
。

4
0

7
月

6
日

女
5
6

岡
山

倉
敷

3
1

3
3

1
1

お
し
ゃ
べ

り
す
る
人

と
注
意
せ
ず
に
一
緒
に
話

す
。
司
会

の
人

は
よ
く
な
か
っ
た
。
残
念
で
す
。

5
0

7
月

6
日

男
8
4

岡
山

倉
敷

6
2

2
2

1
3

8
0

7
月

6
日

女
9
0

岡
山

倉
敷

8
1

3
2

1
2

9
0

7
月

6
日

女
5
3

岡
山

高
梁

9
1

3
1

1
1

す
ば

ら
し
い
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

5
0

7
月

6
日

男
3
7

岡
山

高
梁

2
1

3
1

1
1

3
0

7
月

6
日

男
1
2

岡
山

高
梁

8
1

3
1

1
1

1
0

7
月

6
日

女
5
2

岡
山

高
梁

9
1

5
1

1
1

素
晴

ら
し
い
舞

と
迫

力
に
圧
倒

さ
れ
、
大
変
感
動

し
ま
し
た
。
わ
が
子
に
も
大
人
ま
で
神
楽
を
続

け
て
ほ

し
い
と
こ
こ
ろ
か
ら
思
い
ま
し
た

5
0

7
月

6
日

男
9

岡
山

高
梁

8
1

1
1

1
1

0
7
月

6
日

男
1
0

岡
山

高
梁

8
1

4
1

1
1

1
0

7
月

6
日

男
1
1

岡
山

高
梁

8
1

4
1

1
3

1
0

7
月

6
日

女
7
4

岡
山

笠
岡

8
2

3
3

1
3

暑
い
中

よ
く
が

ん
ば
っ
て
く
れ
た

7
0

7
月

6
日

男
7
7

岡
山

笠
岡

8
3

3
2

1
3

7
0

7
月

6
日

男
7
2

岡
山

笠
岡

8
2

2
2

1
3

7
0

7
月

6
日

男
8
2

岡
山

倉
敷

8
1

3
2

1
3

8
0

7
月

6
日

女
8
0

岡
山

倉
敷

2
2

2
1

2
始

め
て
来
ま
し
た
が

神
楽

が
好

き
な
の
で
ま
た
見

た
く
な
り
ま
す
ね
。

8
0

7
月

6
日

男
7
7

岡
山

総
社

8
3

2
2

1
3

こ
の

観
覧

料
な
ら
も
う
少

し
演
目
を
増
や
し
た
ら
ど
う
で
す
か

？
7
0

7
月

6
日

男
5
7

岡
山

岡
山

3
1

3
2

1
3

5
0

7
月

6
日

男
6
4

岡
山

総
社

8
1

1
1

1
6
0

7
月

6
日

女
5
8

神
奈
川

横
浜

2
1

4
1

4
夏

の
暑
い
時

期
は
と
て
も
暑

い
！

エ
ア
コ
ン
が

必
須
！
見

て
い
て
虫
の

侵
入
が

イ
ヤ
！

5
0

7
月

6
日

5
0



性
別

年
齢

住
所
①

住
所
②

Q
1

Q
2

Q
3

Q
4

Q
5

Q
6

Q
7

年
代

7
月

6
日

8
0

7
月

6
日

男
7
3

香
川

観
音
寺

8
1

3
2

1
1

暑
か

っ
た
！

7
0

7
月

6
日

男
7
0

岡
山

井
原

2
1

3
2

1
是

非
冷

房
を
お
願

い
し
ま
す
。

7
0

7
月

6
日

女
6
2

岡
山

井
原

2
2

3
3

1
2

ク
ー
ラ
ー
を
つ
け
て
ほ
し
い

6
0

7
月

6
日

女
5
5

岡
山

井
原

8
1

2
3

1
2

ク
ー
ラ
ー
が

ほ
し
い
で
す

5
0

7
月

6
日

女
5
0

岡
山

倉
敷

3
2

2
4

1
2

時
期

の
よ
い
時

に
開
催
し
て
ほ
し
い
で
す
。
ク
ー
ラ
ー
を
お
願

い
し
た
い
で
す
。

5
0

7
月

6
日

女
兵
庫

加
東
市

9
1

4
1

1
2

前
回

来
て
感

動
し
た
の
で
。
出
演
さ
れ
る
方

が
大
変
暑
そ
う
で
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
な
ど
が

必
要
で
は

な
い
か

と
思
い
ま
し
た
。
あ
れ
ほ
ど
の
動

き
を
さ
れ
る
の
で
少

し
で
も
涼

し
い
と
よ
い
な
ぁ
と
思

い
ま
し

た
。

0

7
月

6
日

男
5
9

兵
庫

加
東
市

8
1

4
2

1
1

初
め
て
見
せ

て
い
た
だ
い
た
の
で
要
望
と
言

わ
れ
て
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
で
す
が

、
と
て
も
よ
か
っ
た

で
す
。
素

朴
さ
が

心
を
う
っ
た
の
で
い
つ
ま
で
も
今
の
ま
ま
が
と
面

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ク
ー
ラ
ー
を
つ
け
て
あ
れ
ば

最
高
で
し
た
。

5
0

7
月

6
日

女
6
3

岡
山

倉
敷

9
2

3
3

1
3

ラ
ジ
オ
。
ク
ー
ラ
ー
が
あ
れ
ば
な
お
よ
か
っ
た
。

6
0

7
月

6
日

男
6
5

岡
山

倉
敷

8
2

3
2

1
3

ク
ー
ラ
ー
が

ほ
し
い

6
0

7
月

6
日

女
6
8

香
川

観
音
寺

8
1

3
2

1
1

暑
か

っ
た
よ
ー

6
0

7
月

6
日

女
7
7

岡
山

倉
敷

8
1

3
1

1
1

神
楽

が
こ
ん
な
に
見

ご
た
え
が
あ
り
、
素
晴
ら
し
い
と
は

今
ま
で
の

認
識
が

変
わ
り
ま
し
た
。
又
拝
見

し
た
い
と
思

い
ま
し
た
。
皆
様
の

汗
だ
く
の

熱
演
に
吸

い
込

ま
れ
ま
し
た
。

7
0

7
月

6
日

男
4
0

岡
山

井
原

8
2

2
5

1
3

エ
ア
コ
ン
つ
け
て
ほ
し
い
で
す
。

4
0

7
月

6
日

男
1
5

岡
山

倉
敷

8
1

3
3

1
2

ク
ー
ラ
ー
が

ほ
し
い

1
0

7
月

6
日

女
4
3

広
島

福
山

8
1

3
1

1
1

エ
ア
コ
ン
設

備
が

あ
れ
ば
よ
か
っ
た
で
す

4
0

7
月

6
日

男
4
3

広
島

福
山

8
2

3
5

1
1

イ
ベ
ン
ト
が

と
て
も
素
敵
で
し
た
。
た
だ
、
ク
ー
ラ
ー
が
あ
れ
ば
も
っ
と
よ
か
っ
た
で
す
。
事
故
が
起

き
た
ら
と
不

安
に
な
り
ま
し
た
。

4
0

7
月

6
日

女
4
1

岡
山

高
梁

8
1

2
3

1
2

冷
房

設
備

が
あ
れ

ば
な
お
よ
い
と
思

い
ま
し
た
。

4
0

7
月

2
0
日

男
6
9

広
島

呉
3

1
3

2
3

2
迫

力
あ
る
舞

台
2
時

間
楽

し
め
ま
し
た
。

6
0

7
月

2
0
日

女
7
2

兵
庫

洲
本

9
1

4
2

3
2

頭
が

下
が

り
ま
す
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
ち
み
ち
っ
て
素
敵
な
言
わ
れ
な
の
で
す
ね

大
蛇

退
治

す
ご
い
で
す
。
感
激

し
ま
し
た
。
今
日
は

淡
路
島
か
ら
着
ま
し
た
来
年
も
ま
た
来

ま
す
。

7
0

7
月

2
0
日

男
8
4

岡
山

井
原

8
2

3
2

1
2

8
0

7
月

2
0
日

女
4
1

岡
山

笠
岡

3
1

2
2

1
1

鬼
退

治
も
見
た
か

っ
た
で
す
。

4
0

7
月

2
0
日

井
原

8
1

3
3

1
1

0
7
月

2
0
日

女
4
1

岡
山

井
原

8
2

2
1

1
2

4
0

7
月

2
0
日

男
6
1

岡
山

笠
岡

2
1

3
2

1
2

今
年

3
回

目
の

鑑
賞
で
す
。
今
回
も
楽

し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
天
照
大
神
最
高

で
し
た

6
0

7
月

2
0
日

男
6
5

愛
知

尾
張
旭

8
1

3
2

1
2

6
0

7
月

2
0
日

女
4
5

岡
山

倉
敷

2
1

3
3

1
2

ギ
リ
ギ
リ
耐
え
ら
れ
な
く
は
な
い
ぐ
ら
い
の

暑
さ
が

逆
に
雰
囲
気

も
あ
っ
て
よ
い
の
で
す
が

、
や
は
り

冷
房

は
欲

し
い
で
す
。
子
供
の

頃
は
気

づ
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
太
鼓

の
音

が
非
常

に
心
地
よ
く
薄

暗
い
雰

囲
気

も
よ
か
っ
た
で
す
。
こ
ん
な
に
神
楽
は

面
白
い
の
か
と
気
づ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

4
0

7
月

2
0
日

男
6
1

岡
山

井
原

8
1

3
2

1
2

7
，
8
，
9
月

は
冷

房
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。

6
0

7
月

2
0
日

男
6
2

岡
山

井
原

1
2

3
3

1
3

冷
風

機
、
座

椅
子

の
設
置
な
ど
工
夫
は
さ
れ
て
い
る
が
、
快
適
さ
を
求

め
る
の
は

ム
リ
が
あ
る
。

6
0

7
月

2
0
日

女
7
6

岡
山

笠
岡

2
2

2
2

1
2

7
0

7
月

2
0
日

男
8
0

岡
山

笠
岡

1
2

3
1

1
2

8
0

7
月

2
0
日

女
4
6

岡
山

倉
敷

9
1

3
1

3
1

4
0

7
月

2
0
日

女
4
2

広
島

福
山

3
3

3
1

3
暑

か
っ
た

4
0

7
月

2
0
日

男
7
0

岡
山

井
原

9
2

2
2

1
1

最
後

に
出

演
者

の
顔

ぶ
れ
を
一
同
に
社
中
紹
介
さ
れ
た
い

7
0

7
月

2
0
日

男
6
9

岡
山

井
原

8
1

3
3

1
2

役
割

を
変

え
て
ほ

し
い
。
暑

い
6
0

7
月

2
0
日

女
8
0

広
島

福
山

9
1

3
1

1
3

家
族

8
0

7
月

2
0
日

男
8
3

広
島

福
山

9
2

2
1

1
3

家
族

8
0

7
月

2
0
日

女
5
4

広
島

福
山

9
2

2
1

1
2

保
険

組
合

。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

声
が

聞
こ
え
な
か
っ
た
の
が
残
念

5
0

7
月

2
0
日

男
6
0

岡
山

倉
敷

3
1

3
1

1
1

冷
房

が
欲

し
い
で
す
。

6
0



性
別

年
齢

住
所
①

住
所
②

Q
1

Q
2

Q
3

Q
4

Q
5

Q
6

Q
7

年
代

7
月

2
0
日

男
5
6

岡
山

岡
山

3
1

3
1

3
3

特
に
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
以
上
臨

む
所

あ
り
ま
せ
ん

5
0

7
月

2
0
日

男
兵
庫

神
戸

9
2

3
3

1
2

ハ
ッ
ピ
ー
パ

ッ
ク
。
ク
ー
ラ
ー
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
扇
風
機

を
増

や
し
て
ほ
し
い

0

7
月

2
0
日

男
6
6

岡
山

笠
岡

8
2

3
2

1
1

何
も
書
か

れ
て
い
な
い
紙

を
細
か
く
切

れ
目

を
入
れ
て
い
き
素
晴

ら
し
い
ち
み
ち
を
作

る
が
み
れ
て

大
変

よ
か

っ
た

6
0

7
月

2
0
日

女
6
6

岡
山

笠
岡

9
2

3
2

1
2

次
の

世
代
へ
繋

げ
て
い
く
こ
と
の

大
切
さ
を
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。
時

に
は
子
供
神
楽
の

演
目
を
入

れ
て
み

て
は

ど
う
か

と
思

い
ま
し
た
。

6
0

女
5
8

兵
庫

揖
保

9
2

3
1

1
1

1
ク
ラ
ブ
オ
フ
。
今

回
初

め
て
三
日
月
神
楽

を
見
ま
し
た
。
姫
路
か
ら
き
ま
し
た
。
楽
し
か
っ
た
で
す
、

5
0

7
月

2
0
日

男
5
7

兵
庫

揖
保

9
1

3
1

1
1

ク
ラ
ブ
オ
フ
。
初

め
て
の
ラ
イ
ブ
御
神
楽
で
し
た
が

非
常
に
興
味
深
く
拝
見

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

5
0

8
月

1
0
日

男
4
3

岡
山

矢
掛

8
1

3
3

1
3

ク
ー
ラ
ー
増

設
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
配
布

4
0

8
月

1
0
日

男
4
9

兵
庫

加
古
川

3
2

3
2

1
3

4
0

8
月

1
0
日

女
5
0

兵
庫

福
崎

3
2

3
3

1
2

5
0

8
月

1
0
日

男
6
6

岡
山

岡
山

9
1

3
2

1
1

6
0

8
月

1
0
日

男
5
9

東
京

新
宿

8
2

3
3

2
2

5
0

8
月

1
0
日

男
6
3

岡
山

芳
井

8
1

3
2

1
3

6
0

8
月

1
0
日

女
東
京

新
宿

3
1

3
4

2
1

暑
い
。
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
以
外
の
お
菓
子

だ
っ
た
ら
も
っ
と
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
で
も
お
菓
子
た
く

さ
ん
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
も
う
少
し
開
始
時
間

が
早

い
と
終
わ
っ
て
か
ら
星
を
見

に
行

き
や
す

か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

0

8
月

1
0
日

男
5
1

島
根

出
雲

3
2

3
3

1
2

弁
当

食
べ

な
が

ら
見

る
の
が
良
か
っ
た
。
国
指
定
重
要
無
形
文
化
財

に
指
定

さ
れ
て
い
る
だ
け
あ

っ
て
、
昔
な
が

ら
の

方
法
で
や
っ
て
お
ら
れ
る
と
こ
と
が
よ
か
っ
た

5
0

8
月

1
0
日

女
4
9

広
島

福
山

2
2

3
3

1
2

4
0

8
月

1
0
日

男
5
2

広
島

福
山

4
2

3
3

1
3

5
0

8
月

1
0
日

女
6
6

岡
山

井
原

8
1

2
2

1
2

直
行

の
公

共
交

通
機
関

が
あ
れ
ば
あ
り
が
た
い

6
0

8
月

1
0
日

男
1
0

岡
山

笠
岡

8
3

1
3

1
1

1
0

8
月

1
0
日

女
4
3

岡
山

笠
岡

8
1

3
3

1
1

4
0

8
月

1
0
日

女
5
3

大
阪

3
1

3
3

1
2

5
0

8
月

1
0
日

男
5
0

大
阪

豊
中

3
2

3
2

1
3

5
0

8
月

1
0
日

女
5
1

岡
山

里
庄

3
2

3
3

1
3

初
め
て
見
ま
し
た
。
日
本
書
紀

や
古
事
記

が
好
き
な
の
で
話

し
も
わ
か
っ
て
面
白

か
っ
た
。
菓
子

を
ま
か

れ
る
の

を
知

っ
て
い
れ
ば
前
席
に
い
れ
ば
よ
か
っ
た
（
笑

）
5
0

8
月

1
0
日

女
3

岡
山

浅
口

3
1

3
4

1
2

暑
い
。
演

目
の

あ
ら
す
じ
が

書
か
れ
た
チ
ラ
シ
の
お
か
げ
で
物
語
の

理
解
が
し
や
す
か
っ
た
。
手
力

男
命

と
音

楽
の

掛
け
合
い
が
面
白

か
っ
た

0

8
月

1
0
日

男
3

岡
山

浅
口

9
3

1
1

1
い
つ
も
Y
O
U
T
U
B
E
で
神
楽
を
見

て
い
ま
す
。
と
て
も
楽

し
か
っ
た
の
で
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
見

に
行

き
た
い
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

0

8
月

1
0
日

男
5
7

岡
山

井
原

6
2

3
3

1
1

椅
子

が
座

り
に
く
い
。
演
者
の

声
が

聞
き
取
り
づ
ら
い
。
ま
た
来
た
い
で
す
。
い
つ
ま
で
も
続

け
て
く

だ
さ
い
。

5
0

8
月

1
0
日

女
2
0

広
島

広
島

6
1

3
1

1
1

迫
力

満
点

で
間

近
で
楽

し
む
こ
と
が
で
き
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

2
0

8
月

1
0
日

男
5
8

岡
山

井
原

9
2

3
2

1
2

リ
ロ
ク
ラ
ブ

5
0

8
月

1
0
日

女
6
2

千
葉

野
田

3
1

3
4

4
1

暑
か

っ
た
。
親

戚
の
車

6
0

8
月

1
0
日

男
6
0

千
葉

野
田

3
1

3
3

1
3

ま
た
観

た
い
で
す
。
あ
り
が
と
う

6
0

8
月

1
0
日

男
6
1

広
島

福
山

8
2

3
3

1
2

6
0

8
月

1
0
日

女
6
0

広
島

福
山

3
2

3
3

1
2

3
列

目
だ
っ
た
の

で
前

の
方
の

頭
で
見

え
ず
ら
く
残
念
で
し
た
。
ま
た
来
年

も
着

た
い
と
思

い
ま
す
。

6
0

8
月

1
0
日

男
6
7

岡
山

井
原

8
2

2
1

1
2

2
時
の

神
楽
で
ち
ょ
う
ど
よ
い
時
間
で
し
た

6
0

8
月

1
0
日

男
7
8

岡
山

井
原

8
2

2
1

2
実

際
に
手

で
触
れ
た
こ
と
。
客

の
や
り
と
り
会
話
が

欲
し
い

7
0

8
月

1
0
日

女
4
2

兵
庫

神
戸

8
1

3
2

1
1

貴
重

な
龍
を
使

わ
せ

て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
演
者
の
皆
様

お
疲

れ
様

で
し
た
。

4
0

8
月

1
0
日

男
8
0

岡
山

井
原

9
2

2
2

1
2

8
0

8
月

1
0
日

男
7
0

岡
山

井
原

9
1

2
1

1
2

7
0

8
月

1
0
日

女
5
6

愛
知

名
古
屋

8
2

3
1

1
1

せ
っ
か

く
の

口
上
の

声
が
よ
く
聞
こ
え
な
か
っ
た
の
で
も
っ
た
い
な
い
。
マ
イ
ク
つ
け
て
も
ら
え
る
と
よ

い
で
す
。

5
0



性
別

年
齢

住
所
①

住
所
②

Q
1

Q
2

Q
3

Q
4

Q
5

Q
6

Q
7

年
代

8
月

1
0
日

女
5
3

愛
知

岡
崎

8
1

3
3

1
1

説
明

し
て
く
れ

る
話

し
や

太
鼓
の

小
唄
な
ど
声

が
あ
ま
り
聞

こ
え
な
く
て
マ
イ
ク
な
ど
つ
け
て
も
ら
え
る

と
あ
り
が

た
い
tで

す
。
初
め
て
み
ま
し
た
が
と
て
も
引
き
込

ま
れ
ま
し
た
。

5
0

8
月

1
0
日

男
6
1

愛
知

岡
崎

8
2

3
4

1
3

6
0

8
月

1
0
日

女
4
6

広
島

三
原

8
1

3
3

2
1

4
0

8
月

1
0
日

男
5
2

広
島

広
島

2
1

3
2

2
2

と
て
も
よ
か

っ
た
で
す
。
ま
た
来

た
い
と
思

い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

5
0

8
月

1
0
日

男
8
4

岡
山

笠
岡

8
2

3
2

1
3

8
0

8
月

1
0
日

女
5
3

岡
山

笠
岡

2
1

3
1

1
1

5
0

8
月

1
0
日

女
7
7

岡
山

笠
岡

8
1

3
1

1
1

7
0

8
月

1
0
日

男
4
9

岡
山

井
原

1
1

1
1

1
1

4
0

8
月

1
0
日

女
3
5

岡
山

倉
敷

3
2

3
2

1
2

暑
い

3
0

8
月

1
0
日

女
5
0

香
川

高
松

8
1

3
2

1
2

5
0

8
月

1
0
日

男
1
5

香
川

高
松

8
2

3
1

1
1

こ
れ

を
書
い
て
い
る
時
や

正
座
し
て
見

て
い
る
と
き
の
床

の
座
り
心
地
が
も
う
最
高
で
し
た
。

1
0

8
月

1
0
日

女
4
7

兵
庫

神
戸

3
1

5
1

1
1

家
宝

に
し
ま
す
。

4
0



20
24

 三
日

月
神

楽
 写

真
①

①
② ④

③

①
　

会
場

の
様

子
②

　
建

御
名

方
の

命
を

舞
う

太
夫

（
社

中
最

年
少

（
大

学
生

）
の

太
夫

）
③

　
若

手
太

夫
の

演
舞

④
　

ご
挨

拶



20
24

 三
日

月
神

楽
 写

真
②

①
　

「
千

道
を

作
る

」
　

　
神

殿
に

備
え

付
け

る
千

道
の

制
作

実
演

②
　

「
御

幣
を

作
る

」
　

　
太

夫
が

持
つ

御
幣

を
実

際
に

作
っ

て
み

る
③

　
「

大
蛇

の
仕

組
み

」
　

頭
部

の
構

造
を

解
説

中
④

　
「

大
蛇

の
仕

組
み

」
　

胴
体

部
分

を
つ

け
て

み
て

体
験



三
日

月
神

楽
　

資
料

①
　

美
星

町
観

光
協

会



三
日

月
神

楽
　

資
料

②
　

SN
S・

YO
U

TU
BE



三
日

月
神

楽
　

資
料

③
　

ポ
ス

タ
ー

・
チ

ラ
シ

ポ
ス

タ
ー

・
チ

ラ
シ

美
星

・
青

空
市

　
デ

ジ
タ

ル
サ

イ
ネ

ー
ジ



三
日

月
神

楽
　

資
料

④
　

当
日

配
布

チ
ラ

シ



三
日

月
神

楽
　

資
料

⑤
　

ポ
ス

タ
ー

・
チ

ラ
シ



三
日

月
神

楽
　

資
料

⑥
　

ポ
ス

タ
ー

・
チ

ラ
シ


